
　
平
成
２
８
年
３
月
１

９
日
、
北
見
赤
十
字
病

院
は
病
院
移
転
新
築
・

改
修
工
事
竣
工
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
と
、
創
立

８
０
周
年
の
記
念
式
典

を
北
館
多
目
的
ホ
ー
ル

「
ミ
ン
ト
」
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
近
衞

忠
煇
社
長
外
来
賓
、
関

係
者
１
０
０
名
程
が
参

集
し
て
、
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
近
衞
社

長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

来
賓
の
挨
拶
や
工
事
関

係
者
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
が
あ
り
、
同
院
の
吉

田
院
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
式
典
は
結
び
と
な

り
、
そ
の
後
、
ホ
テ
ル

黒
部
で
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
４
年
７
月
の

起
工
式
か
ら
一
連
の
施

設
が
随
時
完
成
、
最
終

工
程
の
北
７
条
通
り
が

今
年
３
月
に
開
通
し
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と

８
０
周
年
記
念
式
典
を

迎
え
た
の
で
す
。

　
新
病
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
『
平
成
２
０
年
５

月
１
７
日
、
北
見
赤
十

字
病
院
の
吉
田
院
長
が

北
見
市
役
所
を
訪
れ
、

神
田
孝
次
市
長
に
「
北

見
赤
十
字
病
院
・
新
病

院
に
関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
現
市
庁
舎

の
移
転
を
前
提
に
、
そ

の
跡
地
を
利
用
し
た
全

面
改
築
が
最
善
と
の
考

え
を
示
し
、
平
成
２
６

年
度
開
院
を
目
指
す
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
』

　
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
す
。

　
そ
の
後
、
北
見
市
役

所
の
移
転
反
対
運
動
な

ど
の
逆
風
が
吹
き
、
試

行
錯
誤
の
苦
難
の
年
月

を
得
て
、
今
日
の
式
典

を
迎
え
た
の
で
す
。

　
同
院
は
元
よ
り
、
関

係
者
そ
し
て
北
見
市
民

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

す
。

　
平
成
２
４
年
３
月
９

日
付
、
「
経
済
の
伝
書

鳩
」
の
記
事
で
す
。

　
『
北
見
赤
十
字
病
院

の
改
築
事
業
へ
の
財
政

支
援
は
、
全
体
事
業
費

１
６
７
億
９
４
０
０
万

円
の
う
ち
、
北
見
市
が

６
０
億
円
、
国
・
道
が

３
７
億
４
２
０
０
万

円
、
管
内
１
７
市
町
村

が
３
億
５
千
万
円
を
支

出
す
る
。

　
市
の
支
出
の
財
源
は

合
併
特
例
債
と
一
般
財

源
。

　
一
般
財
源
を
充
て
る

額
は
合
わ
せ
て
２
０
億

１
千
万
に
な
る
見
通
し

だ
』

　
こ
の
財
政
支
援
の
事

務
を
担
当
し
た
の
が
、

北
見
市
地
域
医
療
対
策

室
で
す
。

　
国
・
道
と
の
折
衝
、

議
会
へ
の
資
料
説
明
、

そ
し
て
北
見
赤
十
字
病

院
と
の
調
整
に
奔
走

し
、
病
院
建
設
を
側
面

か
ら
支
え
ま
し
た
。

　
目
立
た
な
い
裏
方
の

業
務
で
す
が
、
今
回
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
対
策
室
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
の
お
陰
だ
と
思

い
ま
す
。

　
日
赤
が
次
の
１
０
０

周
年
に
向
か
っ
て
、
地

域
と
の
信
頼
の
絆
を
強

く
し
、
益
々
発
展
す
る

こ
と
を
願
い
、
私
達
も

側
面
か
ら
、
息
の
長
い

応
援
を
考
え
ま
す
。

  

北
見
市
地
域
医
療

                        

対
策
室
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明
日
に
向
か
っ
て   

日
本
赤
十
字
社
近
衞
忠
煇
社
長
の
挨
拶 
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